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２広報 久万高原５月号

特集 入園・入学おめでとう！

　今年の春は11名の新入園児さんを迎え、０歳の赤ちゃんから５歳
児まで86名でスタートしました。新採スタッフ１名も加わり、一段
とパワーアップしています。「やさしくね　やさしくね　やさしい
ことはつよいこと」をモットーにたくさんのお友達と一緒に毎日伸
びやかに遊び、健やかに成長しています。

　年少女児２名と年中男児１名の３名で、にぎ
やかにスタートしました。子どもたちの明るい
声とかわいい笑顔に、園庭の花々も小鳥たちの
さえずりも、春を祝福してくれているようで
す。楽しく元気に過ごします。

　今年度、年少組３名、年中組５名、年長組10名の計18名でスター
トしました。お兄ちゃん、お姉ちゃんたちともたくさん関わりなが
らのびのびと笑顔いっぱいの幼稚園生活を過ごそうね。

　今年度は年少児１名、年長児１名の計２名で幼稚園生活がスター
トしました。少人数ではありますが、笑い声や笑顔いっぱいの幼稚
園を目指して毎日楽しく過ごしていきたいと思います。

久万こども園

久万幼稚園

仕七川幼稚園

畑野川幼稚園



３ 2025.5.19　広報 久万高原

特集 入園・入学おめでとう！

　ぴかぴかの１年生４名でスタートしました。学校に新
しい風が吹いています。優しい上級生に囲まれて、毎日
笑顔で過ごしています。これからの成長が楽しみです。

　１名の新入生、５名の転校生を迎え、全校９名でス
タートしました。昨年度に増して子どもたちのにぎやか
な声が響いていることを大変うれしく思っております。
字の勉強、友達と遊ぶことを頑張ります。

　新入生の入学を待っていたかのように咲き始めた200
本の桜の花に迎えられ、笑顔が素敵な女子児童１名が入
学しました。７名のお兄さん、お姉さんと一緒に、何事
にも全力で取り組んで、一日一日を大切に過ごしていき
ます。

　今年度、２名の児童が入学し、全校児童18名でスター
トしました。２人ともとても笑顔が素敵な児童です。こ
の笑顔を大切にして、毎日楽しい学校生活を送ることが
できるようにしたいと思います。

　今年度、23名の新入生
を迎え、新学期がスター
トしました。外で遊ぶこ
とが大好きな元気いっぱ
いの１年生です。
　毎日、みんなで楽しく
活動していきたいと思い
ます。

明神小学校

久万小学校

父二峰小学校

柳谷小学校

畑野川小学校



４広報 久万高原５月号

特集 入園・入学おめでとう！

　今年度、３名の１年生を迎え、全校12名でスタートし
ました。９名の上級生と共に、小さな幸せをたくさん見
つけながら笑顔いっぱいで学校生活を送っていきたいと
思います。

　校庭の桜が満開の中、入学式を行うことができまし
た。１年生１名、２年生１名の計２名で元気にスタート
を切ります。本年度もよろしくお願いします。

　７名の新入生を迎えて令和７年度がス
タートしました。温かい地域の方々や先生
方に支えられ、互いに高め合い正義の通る
集団に成長していきます。

　４月９日（水）、
26名の生徒が入学
しました。校訓「自
主・敬愛・思索・錬
磨」のもと、「明る
い展望を持ち、共
にたくましく生き
る生徒の育成」を
目指して、教育活
動を行っていきま
す。よろしくお願
いします。

仕七川小学校

美川小学校

美川中学校

久万中学校
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施設正面

職員一同
（左：管理者の笹井主任介護支援専門員）

事務所内

久万高原町在宅
医療介護連携推進事業

町内事業所紹介　　
町内のさまざまなサービスを提供している医療機関
や介護等の事業所を、インタビュー形式で紹介します

自宅で安心して
過ごせるようサポート

地域包括支援センター
50-0230
役場保健福祉課内

34

久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所


（
５
６
）
０
７
５
０
　
上
黒
岩
２
９
２
０
番
地
１

―
管
理
者
よ
り
一
言
。

　
加
齢
や
疾
病
等
で
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
介
護
保
険
や
他
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
４
月
の
人
事
異
動
で
男

性
１
名
、
女
性
２
名
の
３
名
体
制
と
な

り
、
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
広
報
で
私
た
ち
の
顔
を
覚
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
か
？

　
介
護
保
険
要
介
護
認
定
申
請
の
手
続

き
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
の
利

用
、
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
等
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
調
整
、
他
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
の
支
援
、
ま
た
、
主
治
医
や

関
係
機
関
と
の
連
携
等
、
安
心
し
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　
事
業
所
は
、
久
万
高
原
町
の
真
ん

中
、
御
三
戸
に
立
地
し
て
い
る
久
万
高

原
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
社
協
各
支
所
に
も
相
談
の

窓
口
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
や
必
要
が

あ
れ
ば
ご
自
宅
に
訪
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

―
地
域
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
の
「
こ
ん
な
ふ
う
に
生
活
し
た

い
！
」
「
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い

る
！
」
を
伺
い
、
ご
本
人
の
思
い
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
自
宅
で
「
自
分
ら
し

く
」
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
提
案
や
ご
利
用
の
サ

ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
職
員
一
同
、
笑
顔
で
親
切
・
丁
寧
を

心
が
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。



６広報 久万高原５月号

ぐるっとレポート

　
地
方
自
治
に
尽
く
さ
れ
た
ご
功

績
に
よ
り
受
章
さ
れ
た
柳
谷
地
区

の
田
城
武
志
さ
ん
は
、
昭
和
35
年

に
柳
谷
村
役
場
に
入
庁
さ
れ
た

後
、
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
収
入
役
、
助
役
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。「
住
民
に
寄
り
添
う
」信

条
の
も
と
、
柳
谷
村
の
発
展
と
活

性
化
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
４
月
１
日
、
久
万
町
民
館
に
お

い
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
産
婦
や

子
育
て
世
帯
、
こ
ど
も
の
支
援
を

行
う
機
関
と
し
て
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
や
虐
待
防
止
対
策
な
ど

を
一
体
的
に
行
い
、
こ
ど
も
に
関

す
る
手
続
き
や
包
括
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
こ
と
で
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
提
供
し
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

（
地
方
自
治
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
５
月
に
入
り
町
内
各
地
で
田
植

え
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
抜
け
る
よ
う
な
空
の
青
さ
と
緑

色
の
苗
が
織
り
な
す
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
本
当
に
美
し
く
、
１
本
１
本

を
手
で
丁
寧
に
植
え
て
い
く
姿
に

感
動
を
覚
え
ま
す
。

　
町
内
で
は
見
慣
れ
た
光
景
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
農
家

の
日
常
か
ら
垣
間
見
え
る
美
し
さ

も
久
万
高
原
町
の
魅
力
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

町
内
各
地
で
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た

　
町
内
一
部
地
域
で
は
伝
統
的
に

4
月
29
日
に
敬
老
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
明
神
地
区
で
は
今
回
で

１
２
７
回
を
数
え
る
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま

れ
、
会
場
と
な
っ
た
明
神
小
学
校

体
育
館
に
は
陽
気
な
春
の
日
差
し

が
差
し
込
み
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
思
い
出
話
や
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
と
励
ま
し
あ
う
な
ど
、
晴
れ

や
か
で
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

春
の
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

開
所
し
ま
し
た

開所式の様子
田城武志さん＝柳井川＝

来年も元気で会いましょう 空と大地に感謝して
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役場からのお知らせ

▼
特
別
弔
慰
金
と
は

　
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
た
め
、
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１
　
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②

孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
に
お
け
る

生
計
関
係
の
有
無
や
基
準
日
に

お
け
る
養
子
縁
組
・
改
氏
婚
の

有
無
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

４
　
前
記
以
外
の
三
親
等
内
親
族

※

戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹
の
配
偶

者
や
甥
、
姪
等
で
、
戦
没
者
等

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容

　
額
面
27
・
５
万
円

　
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

▼
請
求
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
〜

　
令
和
10
年
３
月
31
日

（
こ
の
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

時
効
に
よ
り
特
別
弔
慰
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

▼
請
求
窓
口

　
請
求
者
の
居
住
地
の
市
町
の
援

護
担
当
課

※

法
定
代
理
人
ま
た
は
相
続
人
に

よ
る
請
求
の
場
合
も
請
求
す
る

人
の
居
住
地
の
市
町
が
窓
口
に

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
　
社
会
福
祉
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
（
内
線
１
４
３
）

〜
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

　
　
　息
抜
き
し
ま
し
ょ
う
〜

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
認
知
症
の
人

を
介
護
す
る
ご
家
族
等
が
集
ま

り
、
日
ご
ろ
の
思
い
や
悩
み
、
苦

労
を
気
軽
に
語
り
合
う
場
所
で

す
。

　
現
在
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介

護
を
終
え
た
人
、
直
接
介
護
し
て

い
な
い
け
れ
ど
家
族
に
認
知
症
の

人
が
い
る
な
ど
、
家
族
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
介
護
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
の
つ
ど

い
で
仲
間
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

▼
開
催
日
時

毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
開
催
場
所

　産
業
文
化
会
館
　

※

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー


（
５
０
）
０
２
３
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　
第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

令
和
７
年
度

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
」ご
案
内

開催予定日
５月21日

６月18日

７月16日

８月20日

９月17日

10月15日

11月19日

12月17日

１月21日

２月18日

３月18日

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水
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役場からのお知らせ

▼
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
３
つ

の
要
件

１
．
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
次
の
い
ず

れ
か
の
間
に
あ
る
こ
と

・
国
民
年
金
加
入
期
間 

・
20
歳
前
ま
た
は
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
期
間
（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

上
げ
請
求
を
し
て
い
な
い
方
） 

２
．
障
害
認
定
日
要
件

　
障
害
認
定
日
（
原
則
と
し
て
初

診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月
以
内

に
症
状
が
固
定
し
た
日
）
に
お
い

て
、
国
民
年
金
の
障
害
等
級
が
１

級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
程
度

の
障
害
状
態
に
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
方
。
ま
た
は
、
障
害
認
定
日
に

は
１
級
・
２
級
に
該
当
し
な
か
っ

た
方
が
65
歳
前
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
。（
請
求
は
65
歳
の

誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
に
提
出
）

３
．
保
険
料
納
付
要
件

（
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

合
を
除
く
）

　
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初

診
日
が
あ
る
月
の
２
カ
月
前
ま
で

の
被
保
険
者
期
間
で
、
国
民
年
金

の
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚
生
年

金
保
険
被
保
険
者
期
間
、
共
済
組

合
組
合
員
期
間
を
含
む
）
と
保
険

料
免
除
期
間
を
あ
わ
せ
た
期
間
が

３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
。

※
特
例
と
し
て
、
初
診
日
が
令
和

８
年
４
月
１
日
前
に
あ
る
と
き

は
初
診
日
が
あ
る
月
の
２
カ
月

前
ま
で
の
直
近
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
。

▼
年
金
額
（
令
和
７
年
度
の
額
）

年
額 

　
２
級…

83
万
１
７
０
０
円

　
１
級…

１
０
３
万
９
６
２
５
円

※

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る

子
（
18
歳
に
到
達
し
た
年
度
末

ま
で
の
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で

障
害
等
級
１
級
・
２
級
の
状
態

に
あ
る
子
）
が
い
る
場
合
は
加

算
が
あ
り
ま
す
。

▼
加
算
額

１
人
・
２
人
（
１
人
に
つ
き
）

　
各
23
万
９
３
０
０
円

３
人
以
降
（
１
人
に
つ
き
）
　

　
各
７
万
９
８
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
課
　
国
保
年
金
係
　

（
２
１
）１
１
１
１

　（
内
線
１
２
６
）　

・
松
山
東
年
金
事
務
所


０
８
９（
９
４
６
）２
１
４
６

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が
安
心

し
て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

国
民
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）に
ゆ

と
り
を
プ
ラ
ス
す
る
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。ま
た
、60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
や
海
外
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

『
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト
』

１
．
終
身
年
金
が
基
本

　
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
終

身
年
金
が
基
本
で
す
の
で
、
長

い
老
後
の
生
活
に
備
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は…

障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
ま
す

２
．
年
金
額
が
確
定
、掛
金
額
も
一
定

　
掛
金
の
支
払
い
に
よ
り
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
確
定
し

ま
す
。
ま
た
、
加
入
時
の
掛
金

額
は
払
込
期
間
終
了
ま
で
変
わ

り
ま
せ
ん
。
（
途
中
で
口
数
を

変
更
し
な
い
場
合
）

３
．
税
制
上
の
優
遇

　
掛
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
確
定

申
告
で
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
受
け
取
る
年
金
も

「
公
的
年
金
等
控
除
」
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

４
．
万
が
一
の
と
き
は
家
族
に
一
時
金

　
遺
族
補
償
の
あ
る
タ
イ
プ
を

選
ぶ
こ
と
で
万
が
一
早
期
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
家
族
に
遺
族

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

５
．
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、

年
金
額
や
受
取
期
間
を
設
計
で

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
国
民
年
金
基
金
愛
媛
支
部


０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

国
民
年
金
基
金
で

ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス

資料請求
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役場からのお知らせ

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
私
た
ち
の
町
の
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
は
、

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
救

済
や
人
権
相
談
活
動
の
ほ
か
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、
人

権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】

・
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
課
　
住
民
生
活
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
０
）

　
町
お
よ
び
町
鳥
獣
害
防
止
総
合

対
策
協
議
会
で
は
、
捕
獲
駆
除
の

担
い
手
育
成
の
た
め
、
狩
猟
免
許

な
ど
に
対
す
る
各
種
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
狩
猟
免

許
を
取
得
し
、
捕
獲
駆
除
の
推
進

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成

①
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会
受
講

料
の
全
額
を
助
成

②
狩
猟
免
許
更
新
手
数
料
、
会
費

等
の
半
額
を
助
成

【
助
成
要
件
】

１
　
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格
し
た

も
の

２
　
年
度
内
に
狩
猟
者
登
録
を

行
っ
た
も
の

３
　
上
浮
穴
猟
友
会
に
加
入
し
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
参
加
す
る
も

の
【
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会
の
予
定
】

▼
日
時
　
７
月
27
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
場
所
　
愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン

タ
ー
（
松
山
市
北
持
田
町
１
３

９

－

２
）

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

狩
猟
免
許
取
得
な
ど
に

　
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を

開
催
し
ま
し
た

▼
申
込
期
間

　
６
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

▼
申
込
先

　
上
浮
穴
猟
友
会
事
務
局
　
重
藤


０
９
０（
５
７
１
０
）１
０
９
３

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
戦
略
課
　
農
業
振
興
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
（
内
線
３
１
２
）

　
２
月
20
日
、
ト
マ
ト
農
家
と
し

て
就
農
１
年
目
の
手
塚
貴
哉
さ
ん

ご
夫
婦
、
松
原
章
さ
ん
ご
夫
婦
お

よ
び
４
月
か
ら
新
た
に
ト
マ
ト
農

家
と
し
て
就
農
予
定
の
倉
田
由
香

さ
ん
ご
夫
婦
、
光
田
哲
司
さ
ん
ご

夫
婦
の
計
４
組
が
家
族
経
営
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

家
族
農
業
経
営
を
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
経
営
方
針
や
役

割
分
担
、
み
ん
な
が
働
き
や
す
い

就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
家
族
内

で
取
り
決
め
、
農
業
経
営
に
携
わ

る
一
人
ひ
と
り
の
役
割
と
責
任

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
意
欲

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に

締
結
さ
れ
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
各
ご
家
族
か
ら

「
夫
婦
で
切
磋
琢
磨
し
て
農
作
業

に
取
り
組
み
た
い
」「
農
業
公
園
で

学
ん
だ
経
験
を
活
か
し
た
い
」
な

ど
と
い
っ
た
強
い
決
意
表
明
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
立
会

人
で
あ
る
久
万
高
原
農
業
指
導
班

成
松
主
幹
よ
り
「
夫
婦
で
協
力
し

な
が
ら
や
り
が
い
を
も
っ
て
農
業

に
従
事
し
、
農
業
経
営
も
日
々
の

生
活
も
充
実
し
た
も
の
に
し
て
ほ

し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
戦
略
課
　
農
業
振
興
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
（
内
線
３
１
２
）

左から　松原さんご夫婦　光田さんご夫婦
　　　　倉田さんご夫婦　手塚さんご夫婦
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分銅、定量おもり、定量増おもり

※精度が1／10000未満のも
　のは、手数料が右の２倍
　になります。

棒はかり、直線目盛はかり
非自動はかり

電気式はかり

その他のはかり

種　　　類 ひょう量（最大計量値） 手　数　料

１個につき、１０円

１００㎏以下
２５０㎏以下
５００㎏以下
１ｔ以下

１００㎏以下
２５０㎏以下
５００㎏以下
１ｔ以下
２ｔ以下
以下省略

１,５５０円
２,０００円
２,４５０円
３,４００円
２７０円
５５０円
９９０円

１,６５０円
２,３００円
４,１００円
以下省略

午前 10:30 ～ 11:30
午後 01:00 ～ 02:30
午前 10:30 ～ 11:30
午後 01:30 ～ 02:30
午前 10:30 ～ 11:30
午後 01:00 ～ 03:00

久万高原町公民館露峰分館
久万高原町公民館下畑野川分館
久万高原町役場柳谷支所
久万高原町役場面河支所
美川農村環境改善センター
久万高原町役場（本庁）

６月２日（月）

６月３日（火）

６月４日（水）

月　日 時　　　間 検　査　場　所

役場からのお知らせ

　取引や証明に使用する「はかり」は、２年に１度の定期検査が計量法により義務付けら
れており、合格シールのない「はかり」は、原則として使用できません。
　次のいずれの会場でも受付できますので、必ず受検してください。
　なお、検査の際には「手数料」が必要です。

取引とは
　・スーパーマーケット・食品工場・物産市場などにおいて、食品の容器（袋）詰めを行

い、計量してラベリングすること
　・運送業における運送契約および倉庫業における入庫契約
　・医師または調剤師等の施療調剤　　　　　　　　　　　　　などをいいます。

証明に使用とは
　・学校や福祉施設等での健康診断票作成や乳幼児健診等で母子手帳記入のための体重測定
　・警察の行う積荷の取締りのための計量
※検査対象外のもの
　・家庭で使用するヘルスメーター、キッチンスケール等
　・浴場や旅館の体重測定用
　・農家の供出用や肥料配合専用
　このほかご不明な点は、久万高原町役場まちづくり戦略課まちづくり営業係（0892－
21－1111）または、愛媛県計量検定所（089－970－7021）へお問い合わせください。

※愛媛県計量検定所は、「はかり」をはじめとする、日常生活に関係する計量器（ガス・水
道メーター・タクシーメーター等）の検査やそれらの計量器を製造・修理している事業
者に対して指導等を行っている県の機関です。

手数料

日　程

愛媛県計量検定所の“特定計量器（はかり）の定期検査”のお知らせ
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役場からのお知らせ

　
町
で
は
、町
内
に
あ
る「
空
き
家
」

の
活
用
を
通
し
て
、
移
住
、
定
住
促

進
お
よ
び
都
市
住
民
と
の
交
流
拡
大

な
ど
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
「
久
万
高
原
町
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、「
空

き
家
所
有
者
」と「
利
用
希
望
者
」と

の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の

で
、
次
の
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

①
町
民
の
方
々
に
空
き
家
物
件
を
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
が
住

居
を
求
め
て
町
外
に
転
出
す
る
こ

と
を
防
ぐ
。

②
町
外
か
ら
の
移
住
希
望
者
に
情
報

提
供
す
る
こ
と
で
、
移
住
に
よ
り

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

③
空
き
家
に
よ
る
防
犯
・
防
災
上
の

問
題
や
、
周
辺
住
環
境
の
悪
化
を

防
ぐ
。 

④
空
き
家
店
舗
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
起
業
さ
れ
る
方
へ
初
期
段

階
の
支
援
を
行
う
。

⑤
空
き
家
改
修
工
事
を
町
内
事
業
者

が
施
工
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

⒈
空
き
家
所
有
者
か
ら「
空
き
家
情
報
登
録

申
込
書
」を
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
に
提
出

⒊
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
か
ら
空
き
家
所
有
者
へ

「
空
き
家
情
報
登
録
完
了
通
知
書
」を
送
付

⒌
利
用
希
望
者
か
ら
ま
ち
づ
く
り

戦
略
課
に
申
し
込
み

⒍
空
き
家
所
有
者
と
利
用
希
望
者
で
現

地
確
認（
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
も
同
席
）

⒎
空
き
家
所
有
者
と
利
用
希
望
者

に
お
い
て
契
約
締
結

⒋
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
空

き
家
情
報
の
提
供

⒉
空
き
家
所
有
者
立
会
い
の
も
と
、

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
が
現
地
確
認

登
録
か
ら
契
約
ま
で
の
手
順

※

空
き
家
所
有
者
は
、
空
き
家
に
係
る
所
有

権
ま
た
は
賃
貸
も
し
く
は
売
却
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
権
利
を
有
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

泫
契
約
締
結
は
、
当
事
者
間
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
町
は
関
与
で
き
ま
せ
ん
。）

●
町
外
在
住
者
や
民
間
業
者
（
不
動

産
業
者
等
）
が
所
有
す
る
物
件

（
売
買
、
賃
貸
借
）で
あ
っ
て
も
、

町
内
に
あ
る
「
空
き
家
」
物
件
で

あ
れ
ば
、
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
登
録
物
件
の
利
用
希
望
者
が「
移

住
者
」の
場
合
は
、
移
住
者
住
宅

改
修
事
業
補
助
金
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
補
助
金
対
象
者

は「
移
住
者
」本
人
と
な
り
ま
す
。）

●
民
間
業
者（
不
動
産
業
者
等
）が
所

有
す
る
〝
一
戸
建
て
物
件
〞
で
あ

れ
ば
、
移
住
者
が
購
入
ま
た
は
賃

貸
借
す
る
場
合
は
、
移
住
者
住
宅

改
修
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
注
意
》
移
住
者
お
よ
び
対
象
と
な

る
補
助
金
内
容
に
一
部
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

　
移
住
・
定
住
促
進
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
（
内
線
１
８
８
）

久
万
高
原
町
Ｈ
Ｐ
　
久
万
高
原
町

移
住
・
定
住
サ
イ
ト
「
高
原
生
活
」

https://w
w
w
.kum

akogen.jp

空
き
家
所
有
者
の
皆
さ
ま

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」登
録
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

空き家所有者

①登録申込書
④ホームページで情報提供

⑤利用希望申し込み

利用希望者
②現地確認
③現地確認後、情報登録完了通知

⑥空き家所有者、利用希望者との現地確認
⑦物件の賃貸・売買の交渉・契約

久万高原町

― 登録いただいた情報の処理方法（イメージ） ―

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

〜
空
き
家
の
登
録
・
有
効
活
用
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
！
〜
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役場からのお知らせ

国道名 区間
番号 事前通行規制区間 規制基準雨量

（連続雨量（㎜）） 担当出張所

１１号 ① 愛媛県西条市丹原町志川
～同県東温市河之内 300 西条

－ －

３３号

⑦ 高知県吾川郡仁淀川町橘～
愛媛県上浮穴郡久万高原町柳井川 250

松山第一
－ －

⑧ 愛媛県上浮穴郡久万高原町柳井川
～同県上浮穴郡久万高原町中黒岩 250

⑨
（注１）

愛媛県松山市久谷町
～同県伊予郡砥部町千足

300

組合せ雨量
（時間雨量50㎜以上観測し
かつ、連続雨量170㎜）　

⑥ 高知県吾川郡仁淀川町森山字オオヂミ
～同県吾川郡仁淀川町橘 250 佐川

－ －
（注１）⑨区間は連続雨量300㎜または組合せ雨量（連続170㎜でかつ、その直近に時間雨量50㎜

以上観測、連続170㎜超過後は任意の時間雨量50㎜以上観測時点）を適用

　
国
土
交
通
省
で
は
、
大

雨
な
ど
で
落
石
や
土
砂
崩

れ
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
、
道
路
利
用
者
を
未
然

に
危
険
か
ら
守
る
た
め

に
、
事
前
通
行
規
制
（
通

行
止
め
）
を
実
施
し
ま

す
。（
規
制
条
件
は
①
連

続
雨
量
が
規
制
基
準
雨
量

の
数
値
に
達
し
た
と
き
②

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り

危
険
と
思
わ
れ
る
と
き
、

で
す
。）

　
事
前
通
行
規
制
に
な
っ
た
場
合
は
、
安
全
確
保

の
た
め
、
規
制
区
間
内
の
通
行
は
し
な
い
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
時
に
お
出
か
け
の
と
き

は
、
ラ
ジ
オ
の
道
路
情
報
や
道
路
情
報
板
に
表
示

さ
れ
る
道
路
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
最
新
の
情
報
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
】

◇
愛
媛
県
内
の
道
路
情
報
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
省
松
山
河
川
国
道
事
務
所

　

０
８
９
（
９
７
２
）
０
０
３
４

◇
愛
媛
県
内
の
国
管
理
以
外
の
国
道
お
よ
び
県
道

に
つ
い
て
は
、
県
土
木
部
道
路
維
持
課

　

０
８
９
（
９
１
２
）
２
７
２
０

【
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
】

道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

https://w
w
w
.road-info-prvs.m

lit.go.jp

【
携
帯
サ
イ
ト
】
道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。

　
近
年
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
全
国
的

に
多
発
し
、各
地
で
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
災
害
情
報
に
注
意

し
、
危
険
が
迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
な

ど
、災
害
への
警
戒
を
十
分
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
危
険
箇
所
を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
役
場
や
土
木
事
務
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
に
よ
る
人
命
・
財
産
の
被
害
防
止
に
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
つ

い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
久
万
高
原
土
木
事
務
所


（
２
１
）
１
２
１
０

・
建
設
課
　
道
路
管
理
・
都
市
計
画
係


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

大
雨
に
よ
る
国
道
11
号
、
国
道
33
号

の
事
前
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

　
６
月
は

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

「
防
災
対
策
強
調
月
間
」です
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道
路
環
境
の
維
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
の
草
刈
り
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

役場からのお知らせ

　
町
内
の
水
道
施
設
は
町
や
地
域

の
管
理
組
合
が
維
持
管
理
を
行

い
、
各
家
庭
に
安
全
な
水
道
水
を

供
給
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
水
質
基
準
に
基
づ
い
た

検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
も
水
質
に
異
常

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、

災
害
に
強
い
水
道
施
設
を
目
指
し

て
、
更
新
や
耐
震
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

水
道
工
事
は
町
指
定
事
業
者
へ

 

ご
家
庭
で
水
道
管
を
新
設
や
改

造
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
宅
内
で

あ
っ
て
も
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
よ
る
事
前
の
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
漏
水
修
理
も
町

指
定
事
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。
依
頼
時
に
町
の
指
定
を
受
け

て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
町

指
定
事
業
者
名
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。）

水
道
に
関
す
る
手
続
き

　
水
道
の
開
栓
、休
栓
、名
義
変
更

な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。
役
場
窓
口
で
の
手
続

き
の
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
も
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

　
上
下
水
道
料
金

の
お
支
払
い
は
、

便
利
な
口
座
振
替

（
引
き
落
と
し
）

を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
は
、
町
内
の
金

融
機
関
ま
た
は
役
場
窓
口
で
行
え

ま
す
。

家
庭
内
で
の
漏
水
に
注
意
！

　
使
用
水
量
が
い
つ
も
に
比
べ
て

多
い
時
は
、
漏
水
し
て
い
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
家
庭
内
の
蛇
口
を

閉
め
た
状
態
で
、水
道
メ
ー
タ
ー
の

コ
マ
が
回
っ
て

い
れ
ば
漏
水
で

す
。
定
期
的
に

水
道
メ
ー
タ
ー

を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

連
絡
先

【
問
い
合
わ
せ
先
】

建
設
課
　
上
下
水
道
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
１
）

「
透
き
通
る
　
誇
れ
る
水
に
　
感
謝
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

▼
対
象
　
認
定
さ
れ
た
路
線
の
町

道
・
農
道
、
す
べ
て
の
林
道
に

お
い
て
、
草
刈
り
・
側
溝
清
掃

を
行
う
予
定
の
団
体

▼
申
請
　
申
請
書
を
認
定
路
線
の

自
治
会
長
お
よ
び
管
理
組
合
長

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
・

押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
締
め
切
り
　
７
月
31
日
（
木
）

▼
提
出
先

　役
場
本
庁
・
各
支
所

※
台
風
な
ど
に
よ
る
豪
雨
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
、
排
水
施
設

の
点
検
を
行
う
な
ど
、
災
害
の

未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
豪
雨
な
ど
の
あ
と

に
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
被

災
状
況
の
連
絡
な
ど
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課

　
道
路
管
理
・
都
市
計
画
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
（
内
線
３
２
５
）

草
刈
り
の
実
施
で
路
線
の
見
通
し
が
良
く
な
り
ま
し
た
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学　年 優　　　秀 優　　　良 佳　　　作

小

　
　
　学

　
　
　生

中
学
生

１年

２年

３年

４年

５年

６年

1年

２年

父　二　峰　小

父　二　峰　小

明　　神　　小

畑　野　川　小

父　二　峰　小

久　　万　　小

久　　万　　中

久　　万　　中

越　智　七　瀬

佐　藤　　　楓

大　野　智　也

塩　村　彩　綺

宮　﨑　　　心

河　野　悠　太

大　野　篤　也

横　川　奈　南

柳　　谷　　小

仕　七　川　小

仕　七　川　小

面　　河　　小

面　　河　　小

畑　野　川　小

久　　万　　中

美　　川　　中

藤　岡　　　希

山　本　翔　琉

片　岡　楓　菜

中　川　　　蘭

高　岡　初　帆

忠　政　沙　羅

菅　　　夏　未

大　野　柚　奈

久　　万　　小

久　　万　　小

久　　万　　小

直　　瀬　　小

畑　野　川　小

直　　瀬　　小

久　　万　　中

久　　万　　中

髙　﨑　瑞　稀

ジョーンズ　紬

上　杉　麻衣佳

宮　岡　真那斗

升　田　奈　菜

稲　田　莉　桜

大　野　駆　琉

丸　山　幸　風

畑　野　川　小

仕　七　川　小

直　　瀬　　小

直　　瀬　　小

父　二　峰　小

美　　川　　小

美　　川　　中

美　　川　　中

西　山　愛　桜

清　水　彩　良

平　岡　叶　望

大　野　樹　力

越　智　颯　磨

𠮷　田　来　斗

古　川　妃奈美

𠮷　田　り　ら

美　　川　　小

畑　野　川　小

父　二　峰　小

明　　神　　小

父　二　峰　小

畑　野　川　小

小　海　侑　生

中久保　柚　衣

宮　﨑　太　陽

久津岡　拓　海

田　中　美　桜

八　塚　　　光

父　二　峰　小
守　屋　丈太郎

その他の入賞者

最優秀作品

役場からのお知らせ

令
和
６
年
度 

仰
西
ま
つ
り
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
紹
介

　
仰
西
翁
奉
賛
会
で
は
、
町
内
の

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
仰
西

ま
つ
り
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
多

数
の
応
募
が
あ
り
、
47
名
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
自

治
会
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
山
之
内
仰
西
翁
は
、
江
戸
時
代

に
私
財
を
投
じ
、
難
工
事
の
末
に

久
万
川
上
流
に
水
路
（
仰
西
渠
）

を
完
成
さ
せ
た
郷
土
の
偉
人
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仰
西
翁
の
命
日
は
１
月
26
日
で

す
が
、
法
要
は
数
年
前
か
ら
気
候

の
お
だ
や
か
な
５
月
26
日
に
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に

仰
西
渠
を
訪
ね
て
往
時
を
し
の
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※

学
校
・
学
年
は
受
賞
当
時
の
も

の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

久
万
高
原
町
教
育
委
員
会
　
　


（
２
１
）
０
１
３
９

仕七川小学校５年
山﨑　唯楓

仕七川小学校１年
渡邉　友介

面河小学校６年
中川　　凛

面河小学校２年
江ノ上　彩

久万中学校１年
西田　惺哉

面河小学校３年
木嵜　雪寧

美川中学校２年
鎌腰　亜美

畑野川小学校４年
丹　二千翔
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News & Information

住宅省エネ
2025キャンペーン

○住宅省エネ2025キャンペーン
　国土交通省・経済産業省・環境省の３省連携による住宅の省エネ化補助
事業で、新築とリフォームを対象にした４つの補助事業により、家庭部門
の省エネ化を促進します。
　一部の新築住宅を除き、子育て世帯に限らずすべての世帯が対象になり
ます。

　一定の省エネ性能を有する新築住宅や高効率給湯器を設置した新築住宅を対象に補
助を行います。
　長期優良住宅・ZEH水準住宅は、子育て世帯または若者夫婦世帯が対象、GX志向
型住宅や高効率給湯器の設置は、すべての世帯が対象です。

新築について

　省エネ効果の高い開口部の断熱と給湯器の高効率化を中心に子育て世帯にうれしい
リフォーム等、幅広い工事に補助を行います。
（本キャンペーンのリフォームは、すべての世帯が対象です）

リフォームについて

※子育てグリーン住宅支援事業と給湯省エネ2025事業は、併用できません。

GX志向型住宅

長期優良住宅・ZEH水準住宅

エコキュート
ハイブリッド給湯器
エネファーム

子育てグリーン住宅
支援事業

先進的窓リノベ
2025事業

子育てグリーン住宅
支援事業

給湯省エネ
2025事業賃貸集合給湯省エネ

2025事業

給湯省エネ
2025事業

補
助
額

WEBサイト:https://jutaku-shoene2025.mlit.go.jp/

お問い合わせ窓口
ナビダイヤル：0570－022－004
IP電話等：03－6629－1601
受付時間：9:00～17:00（土・日・祝含む）

検  索

or

高い性能の窓の断熱改修
に重点的に補助

子育て世帯に限らず、幅広いリフォーム工事に補助
ただし、断熱改修と住宅設備の省エネ化が必須

賃貸集合住宅を対象に
小型の省エネ型給湯器に
特化して補助

高い性能の高効率給
湯器に重点的に補助

補助対象

住宅省エネ2025キャンペーン
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企
画
展「
え
ひ
め
の
外
来
生
物
」

▼
共
催
　
愛
媛
県
立
衛
生
環
境
研

究
所
　
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

▼
期
間
　
４
月
26
日（
土
）〜

　
６
月
22
日（
日
）

▼
入
館
料
　
一
般
３
０
０
円
、

　
小
中
学
生
１
５
０
円

　
外
来
生
物
と
は
「
元
々
そ
の
地

域
に
は
生
育
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
人
間
に
よ
っ
て
他
の
地
域
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
生
物
」の
こ
と
。

多
く
は
生
態
系
や
私
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な

く
生
き
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も

よ
く
知
っ
て
い
る
ウ
シ
ガ
エ
ル
や

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
、
地
域
固
有

の
生
物
多
様
性
や
農
林
水
産
業
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
特
定
外

来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
厳
密
な
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
こ
の
特
定
外

来
生
物
に
つ
い
て
多
数
の
標
本
を

展
示
し
、
そ
の
姿
や
愛
媛
県
で
の

分
布
、
被
害
状
況
な
ど
を
解
説
し

ま
す
。

同
時
開
催
‼
石
鎚
国
定
公
園
指
定

70
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　「石
鎚
山
の
昆
虫
」

　
在
来
種
の
宝
庫
で
あ
る
石
鎚
山

に
お
け
る
昆
虫
類
を
標
本
（
標
本

箱
30
点
、
約
２
０
０
０
点
）
で
紹

介
し
ま
す
。１
９
５
５
年
に
国
定
公

園
に
指
定
さ
れ
た
本
エ
リ
ア
の
生

物
多
様
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

面
河
山
岳
博
物
館

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

▼
日
時
　
５
月
30
日
（
金
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼
場
所
　
久
万
高
原
駅
や
ま
な
み

　
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
参
加
費
　
１
０
０
円

▼
定
員
　
50
名

▼
講
師
　
村
上 

裕
さ
ん
（
愛
媛

県
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
）

　
愛
媛
の
外
来
生
物
対
策
の
最
前

線
で
活
躍
す
る
研
究
員
を
お
招
き

し
、
久
万
高
原
で
特
に
注
意
が
必

要
な「
観
光
」と「
農
業
」に
関
係

す
る
外
来
生
物
に
つ
い
て
、
最
新

情
報
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
道
の
駅
や

そ
の
他
観
光
施
設
な
ど
日
本
各
地

か
ら
車
の
出
入
り
が
あ
る
場
所
で

発
見
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
有
毒

の
ク
モ
で
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
は
既

に
東
温
市
や
西
条
市
で
確
認
さ
れ

て
お
り
、
県
外
で
は
農
作
物
へ
の

食
害
が
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
爆
発
的
な
繁
殖
力
を
も
つ
雑

草
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
、
屋

内
に
多
数
が
侵
入
す
る
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
ア
リ
な
ど
近
年
、
県
内
へ
の

侵
入
が
確
認
さ
れ
、
久
万
高
原
で

い
つ
見
つ
か
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
種
も
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
要

注
意
の
特
定
外
来
生
物
に
つ
い

て
、
そ
の
脅
威
と
見
つ
け
た
時
の

対
処
方
法
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

  

　
博
物
館
ま
で
氏
名
お
よ
び
電

話
番
号
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。


５
８

－

２
１
３
０

　
５
８

－

２
１
３
６

　
下
記
の
フ
ォ
ー
ム

か
ら
も
申
込
が
で
き

ま
す
。

アライグマセアカゴケグモ

特
別
講
演
会
「
え
ひ
め
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
外
来
生
物
〜
そ

の
脅
威
と
付
き
合
い
方
〜
」
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町
立
久
万
美
術
館
・
久
万
高
原

天
体
観
測
館
・
面
河
山
岳
博
物
館

に
1
年
間
何
度
で
も
入
館
で
き
る

お
得
な
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
。

常
設
展
だ
け
で
な
く
企
画
展
、
特

別
展
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ご

利
用
の
際
は
各
館
受
付
で
パ
ス

ポ
ー
ト
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
購
入
特
典
】

　
購
入
い
た
だ
い
た
方
に
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
３
館
の
活
動
や
楽

し
み
方
、
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
紹
介
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

を
お
送
り
し
ま
す
！

　
　
　
　
　

【
販
売
価
格
】

久
万
高
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

パ
ス
ポ
ー
ト
の
ご
案
内

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

・
町
立
久
万
美
術
館


（
２
１
）
２
８
８
１

・
久
万
高
原
天
体
観
測
館


（
４
１
）
０
１
１
０

・
面
河
山
岳
博
物
館


（
５
８
）
２
１
３
０

　
令
和
３
年
７
月
に
熱
海
市
で
発

生
し
た
大
規
模
な
土
石
流
災
害
を

受
け
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土

等
規
制
法
（
盛
土
規
制
法
）
が
令

和
５
年
５
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
愛
媛
県
で
は
、
令

和
７
年
５
月
23
日
に
県
内
の
行
政

区
域
全
域
を
規
制
区
域
に
指
定

し
、
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
許
可
ま
た
は
届
出
対
象
工
事
に

該
当
す
る
盛
土
等
を
行
う
場
合

は
、
工
事
を
行
う
前
に
許
可
ま
た

は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
書
類
を
作
成
の
う
え
、
県
の

窓
口
へ
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
み

な
し
許
可
と
な
り
ま
す
の
で
、
開

発
許
可
に
あ
わ
せ
て
盛
土
規
制
法

の
許
可
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
規
制
開
始
日
前
か
ら
着

手
し
て
い
る
工
事
中
の
盛
土
等
に

つ
い
て
は
、
21
日
以
内
に
届
出
の

提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
土
木
部
　
都
市
計
画
課


０
８
９
（
９
１
２
）
２
７
３
５

　
中
予
保
健
所
管
内
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
に
不
正
け
し
が
合
計

７
３
７
３
本
発
見
さ
れ
て
お
り
、

発
見
場
所
は
個
人
・
企
業
の
所
有

地
・
田
畑
・
道
路
・
河
川
・
駐
車

場
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等

規
制
法
（
盛
土
規
制
法
）
の

運
用
開
始
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
の
間

「
愛
媛
県
不
正
大
麻
・
け
し
撲

滅
運
動
」
を
実
施
し
ま
す

す
。
そ
の
多
く
は
自
生
の
「
ア
ツ

ミ
ゲ
シ
」
で
す
が
、
不
正
け
し
と

知
ら
ず
に
家
庭
等
で
観
賞
用
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
近
年
20
歳
代
を
中

心
と
し
た
若
年
層
の
大
麻
乱
用
の

拡
大
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
自

生
大
麻
に
よ
る
事
犯
も
発
生
し
て

い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
疑
い
の
あ
る
も
の
を
発
見
し
た

場
合
は
保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
県
中
予
保
健
所
　

企
画
課
医
療
対
策
係


０
８
９
（
９
０
９
）
８
７
５
５

区　分

町　内

町　外

個人パス

1,000円

1,500円

家族パス

2,000円

2,500円

※家族は同居の配偶者および２親等以内
　の親族の方が対象

植えてはいけないけしの例

出典：厚生労働省「大麻・けしの見分け方」
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千
社
札
は
お
参
り
し
た
記
念
に

参
拝
者
が
貼
る
も
の
で
、
江
戸
時

代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
は
純
粋
な
信
仰
に
よ
る
も

の
な
の
で
す
が
、
近
年
規
格
を
大

き
く
逸
脱
し
た
も
の
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

い
っ
た
ん
貼
り
付
け
る
と
、
場
所

に
よ
っ
て
は
な
か
な
か
剝
が
す
こ

と
が
困
難
で
文
化
財
の
き
損
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
岩
屋
寺
に
続
き
、
大
寶
寺
に
も

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。
大
寶
寺
の
境
内
は
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
存
在
す

る
構
成
要
素
と
し
て
各
種
仏
閣
等

は
重
要
な
文
化
財
で
す
。

 

文
化
財
は
先
人
が
培
っ
て
き
た

貴
重
な
技
術
や
文
化
を
現
在
に
伝

え
て
い
る
も
の
で
す
。
史
跡
や
重

要
文
化
財
等
に
指
定
さ
れ
た
文
化

財
へ
の
千
社
札
の
貼
り
付
け
に
つ

い
て
は
、
文
化
財
保
護
法
に
抵
触

し
ま
す
の
で
、
参
拝
の
際
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

久
万
高
原
町
教
育
委
員
会


（
２
１
）
０
１
３
９

　
先
月
、
久
万
高
原
町
に
移
住
し

て
き
た
イ
・
ジ
ュ
ウ
さ
ん
。
美
し

い
自
然
と
人
の
温
か
さ
に
触
れ
て

快
適
な
移
住
生
活
を
お
く
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
久
万
高
原
町
が
大
好
き

な
イ
・
ジ
ュ
ウ
さ
ん
で
す
が
、
近

所
の
方
と
世
間
話
を
す
る
中
で

「
集
落
支
援
員
」
や
「
地
域
運
営

協
議
会
」
と
い
っ
た
初
め
て
聞
く

言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
イ
・
ジ
ュ
ウ
さ
ん
は
何
で
も

知
っ
て
い
る
ゆ
り
ぼ
う
に
、
聞
い

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

イ
・
ジ
ュ
ウ
　
ね
え
、ゆ
り
ぼ
う
、

「
集
落
支
援
員
」
や
「
地
域
運

営
協
議
会
」
っ
て
な
あ
に
？

ゆ
り
ぼ
う
　「
集
落
支
援
員
」は
国

の
制
度
で
「
地
域
団
体
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
地
元
に

詳
し
い
人
」
の
こ
と
だ
よ
。
そ

し
て
集
落
支
援
員
さ
ん
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
地
域
団
体
を
「
地

域
運
営
協
議
会
」
っ
て
い
う
ん

だ
。

　
　
今
、
久
万
高
原
町
で
は
全
部

で
６
つ
の
地
域
運
営
協
議
会
が

地
域
住
民
主
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
く
れ
て
い
る
よ
。

イ
・
ジ
ュ
ウ
　
具
体
的
に
は
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

ゆ
り
ぼ
う
　
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
だ
ね
。
有
償
の
草
刈
り

サ
ー
ビ
ス
や
放
課
後
の
子
ど
も

預
か
り
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る

よ
。

イ
・
ジ
ュ
ウ
　
住
み
や
す
い
地
域

を
つ
く
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
る
の
ね
。
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し

そ
う
！ 

ゆ
り
ぼ
う
　
そ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
課
題
解
決
や
活
性
化
に

向
け
た
活
動
を
し
て
る
ん
だ
。

イ
・
ジ
ュ
ウ
　
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
私
も

地
域
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
み

た
い
な
…
。
ね
え
、
ゆ
り
ぼ

う
、
今
度
、
私
に
草
刈
り
を
教

え
て
よ
。

ゆ
り
ぼ
う
　
う
ん
。
草
刈
り
は
見

た
目
も
美
し
く
な
る
し
、
皆
が

喜
ん
で
く
れ
て
や
り
が
い
が
あ

る
よ
。
一
緒
に
頑
張
ろ
う
！

　
　
た
だ
、
さ
さ
ゆ
り
だ
け
は
刈

ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
ね

（
笑
）

大
寶
寺
境
内
地
の
千
社
札
貼
り

付
け
禁
止
に
つ
い
て

天井付近に貼られた千社札

注意看板の設置状況

知識の窓を開こう！

教
え
て
！
ゆ
り
ぼ
う
‼

☆
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ゆ
り
ぼ
う
が

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
解
説
し
ま
す
。

不
定
期
掲
載
で
登
場
人
物
は
架
空
の

方
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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適格請求書発行事業者様は、登録番号を出材前にお知らせください。
伐採証明の提出が必要となりました。ご協力をお願いします。

４月25日　1281回市【久万広域森林組合】

出材も戻りつつ有り、杉の価格は値下がり。特選木には
需要があり高騰。６ｍ18～20が価格的に良。杉桧ともに
４ｍ小径木の価格は高値。桧は横ばい。選木は高騰。
時期的に虫害の恐れがありますので、造材後は早めの出
材を宜しくお願い致します。

12－13
14
16
18－22
24上
30上
12－13
14－16
18－22
24－28
30上
18－20
24上

24上
24上
30上

12,200
13,500
15,000
15,500
16,190

16,000
14,500
17,500
15,000
22,000
出材無し

17,500
20,500
18,600

11,600

14,750 

11,400
12,500
13,500
14,000
14,590

14,110
13,050
16,210
14,599
出材無し
出材無し

27,800
32,900
38,500

17,600
23,100
21,500
22,800
22,310

23,790
22,500
23,000
22,500
出材無し
出材無し

16,100 

19,800 

16,000
21,200
19,500
21,500
20,110

21,100
20,500
21,500
21,000
出材無し
出材無し

出材無し
15,000
15,000

末口径

3.00
4.00
4.00

6.00

4.00

3.00

高値 曲
ス　ギ ヒノキ

ス　ギ選　木

市況

ヒノキ マ　ツ

高値 曲長さ

News & Information

久
万
高
原
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
配
信

・
必
要
な
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知

・
子
育
て
相
談
・
健
康
相
談

・
ご
み
の
分
別
回
答

・
公
共
交
通
の
情
報
　
な
ど

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
登
録
は

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
デ
ジ
タ
ル
戦
略
係
ま
で


（
2
1
）
1
1
1
1

　
（
内
線
２
９
２
・
２
９
３
）

　
食
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
が
取

り
組
む
食
品
ロ
ス
削
減
策
に
対
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
！
詳
し
く

は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
例
》「
て
ま
え
ど
り
」P
O
P
や

「
食
べ
き
り
」
を
呼
び
か
け
る
ポ

ス
タ
ー
等
製
作
費
・
食
べ
残
し
た

令
和
７
年
度
愛
媛
県
事
業
系

食
品
ロ
ス
削
減
ト
ラ
イ
ア
ル

補
助
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

料
理
を
持
ち
帰
る
た
め
の
ド
ギ
ー

バ
ッ
グ
の
導
入
経
費

【
募
集
期
間
】

５
月
１
日（
木
）〜
６
月
30
日（
月
）

【
補
助
率
及
び
補
助
限
度
額
】

補
助
率
　
1
/
2

補
助
限
度
額
　
20
万
円
以
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
循
環
型
社
会
推
進
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
５
６

難
病
に
関
す
る
中
予
保
健
所

事
業
の
ご
案
内

　
愛
媛
県
中
予
保
健
所
で
は
、
難

病
の
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
を
対
象

に
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
難
病
窓
口
相
談

　
保
健
師
、
栄
養
士
等
が
病
気
や

療
養
生
活
の
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

定
例
相
談
日
時
：
愛
媛
県
中
予
保

健
所
　
毎
月
第
４
水
曜
日

午
前
11
時
〜
12
時
（
要
予
約
）

※
第
４
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、
第
３
水
曜
日

※
定
例
相
談
日
以
外
も
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
難
病
訪
問
相
談

　
必
要
に
応
じ
て
ご
自
宅
に
保
健

師
が
訪
問
し
、
療
養
生
活
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

愛
媛
県
中
予
保
健
所

難
病
・
母
子
保
健
係


０
８
９
（
９
０
９
）
８
７
５
７
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ふるさと魅力発信

からす座をみつけよう
天体観測館 41‒0110
天体ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/astro/ 

■からす座のすぐ近くにおとめ座の一等
星のスピカがあります。スピカを目印に
しても探すことができます。ぜひ一緒に
覚えてみてください。

学芸員のつぶやき

　
夜
９
時
頃
の
南
の
空
に
「
か
ら

す
座
」
と
い
う
星
座
が
昇
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　「
か
ら
す
座
」は
お
と
め
座
の
す

ぐ
下
に
あ
る
星
座
で
、
４
つ
の
星

で
ゆ
が
ん
だ
台
形
を
作
り
ま
す
。

そ
の
星
た
ち
の
明
る
さ
は
３
等
〜

４
等
と
そ
れ
ほ
ど
明
る
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
形
が
目
立
つ
た

め
簡
単
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
か
ら
す
座
は
「
よ
つ
ぼ
し

（
四
つ
星
）」と
呼
ば
れ
て
お
り
、そ

の
名
の
通
り
４
つ
の
星
を
目
印
に

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
能
登
地
方

で
は
４
つ
の
星
を
帆
船
の
帆
の
部

分
に
見
立
て
て
、「
ほ
か
け
ぼ
し（
帆

掛
け
星
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
か
ら
す
は
ア
ポ
ロ
ン
と
い

う
神
様
の
使
い
で
、
真
っ
白
な
体

を
持
ち
言
葉
を
話
せ
る
ほ
ど
賢

か
っ
た
の
で
す
が
、
嘘
つ
き
で
し

た
。
あ
る
時
ア
ポ
ロ
ン
の
恋
人
が

浮
気
を
し
て
い
る
と
嘘
を
つ
い
た

罰
で
体
は
真
っ
黒
に
さ
れ
声
も
奪

わ
れ
、
空
に
は
り
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
星
座
に
な
っ
た

今
で
も
黒
い
体
は
見
え
ず
、
は
り

つ
け
に
し
て
い
る
釘
の
み
が
光
っ

て
見
え
て
い
ま
す
。

　
か
ら
す
座
は
あ
ま
り
有
名
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
春
の
特
徴
的
な

星
座
と
し
て
ぜ
ひ
覚
え
て
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

（
重
藤
）

新参外来種　ヌートリア
面河山岳博物館 58‒2130
山岳ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/omogo-sangaku/ 

■現在開催中の企画展「えひめの外来生
物」では、昨年愛媛県で捕獲された個体
の剥製を展示中。ネズミとは思えないそ
の大きさをぜひご覧ください。

学芸員のつぶやき

　
水
か
き
の
あ
る
足
、
長
い
尾
、

小
さ
い
目
と
耳
に
赤
い
前
歯
。
そ

ん
な
特
徴
を
持
つ
外
来
種
、
ヌ
ー

ト
リ
ア
が
昨
年
愛
媛
県
で
初
め
て

捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
南
米
原
産
の

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
す
が
、
頭
か
ら

尾
ま
で
の
長
さ
は
約
１
ｍ
、
体
重

は
10
㎏
近
く
に
達
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
大
き
な
個
体
は
ネ
コ
よ

り
も
大
き
く
見
え
る
ほ
ど
で
す
。

　
日
本
に
は
明
治
時
代
末
期
か
ら

毛
皮
用
に
持
ち
込
ま
れ
始
め
、
西

日
本
を
中
心
に
定
着
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
四
国
で
は
確
実
な

記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

２
０
２
４
年
５
月
31
日
に
松
山
市

の
中
島
沖
で
泳
い
で
い
る
様
子
が

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６

月
20
日
に
は
中
島
の
民
家
前
に
い

た
個
体
が
捕
獲
さ
れ
、
愛
媛
県
初

記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
に
水
辺
に
生
息
し
、
イ
ネ
な

ど
の
農
作
物
に
被
害
を
出
す
ほ

か
、
水
辺
の
土
手
に
巣
穴
を
掘

り
、
堤
防
や
水
田
の
畔
を
破
壊
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
加

え
て
年
に
15
匹
ほ
ど
子
供
を
産
み

ま
す
。
短
期
間
で
繁
殖
し
て
個
体

数
が
増
え
て
い
く
様
子
は
ま
さ
に

ネ
ズ
ミ
算
式
で
す
。
今
の
と
こ
ろ

県
内
で
の
追
加
記
録
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
侵
入
し
て
い
な
い
か
要
注

目
で
す
。 

（
安
田
）

▲からす座

▲愛媛県産ヌートリアの剥製
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▲会場風景

▲調査中の田中さん（左）、
　右は考古館初代管理人伊藤孟寛さん

ふるさと魅力発信

のぼって　おりて　またのぼる
アートと福祉のはざまで ②

■写真は「さんかくやま」のリビング再
現スペース。後ろでは、施設の日々を捉
えたドキュメンタリーを上映しています。

学芸員のつぶやき

■考古館で現在も使っている展示パネル
の一部は『日本列島展』で使用されたも
のです。

学芸員のつぶやき

久万美術館 21‒2881
久万美ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/muse/

久万高原町教育委員会（美川支所）
56‒0211

　「
作
っ
て
も
い
い
し
、作
ら
な
く

て
も
い
い
し
」

　
現
在
開
催
中
の
展
覧
会
「
の

ぼ
っ
て
　
お
り
て
　
ま
た
の
ぼ
る

ア
ー
ト
と
福
祉
の
は
ざ
ま
で
」
で

は
、
生
活
介
護
事
業
所
さ
ん
か
く

や
ま
を
特
集
し
て
い
ま
す
。
展
示

室
に
は
、「
登
山
者
」こ
と
施
設
の

利
用
者
が
制
作
し
た
作
品
が
並
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
通
う
全
員

が
物
作
り
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
さ
ん
か
く
や
ま
で
は
、
作
品
を

制
作
す
る
た
め
の
環
境
を
設
け
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
施
設
の
掲
げ

る
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
登
山
者
の
方
が
自
分
ら
し
く

日
々
を
過
ご
す
こ
と
。
そ
れ
が
第

一
で
す
。

　
冒
頭
の
言
葉
は
、
さ
ん
か
く
や

ま
の
ス
タ
ッ
フ
・
サ
々
キ
Ｄ
Ｕ
Ｂ

平
さ
ん
に
よ
る
も
の
。
自
身
も

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
す
る

サ
々
キ
さ
ん
は
、
登
山
者
に
画
材

を
渡
し
た
り
、「
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
み
た
ら
」
と
提
案
は
し
ま

す
が
、
決
し
て
強
要
も
指
導
も
行

い
ま
せ
ん
。
傍
ら
で
そ
っ
と
見
守

り
、
何
か
面
白
い
も
の
が
生
ま
れ

出
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

す
。

　
施
設
で
は
、
日
々
ス
タ
ッ
フ
が

登
山
者
に
寄
り
添
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
な
こ
と
を
一
緒
に
見
つ
け

て
い
ま
す
。
信
頼
関
係
が
結
ば

れ
、
心
地
よ
い
空
間
が
で
き
た
結

果
、
表
れ
出
た
も
の
が
「
作
品
」

な
の
で
す
。 

（
品
川
）

　
田
中
盛
重
さ
ん
は
、
長
く
旧
美

川
村
役
場
で
勤
務
さ
れ
、
上
黒
岩

岩
陰
遺
跡
に
深
く
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
、
発
掘

調
査
の
た
び
に
参
加
し
、
国
史
跡

の
指
定
を
受
け
る
た
め
の
申
請
書

を
作
成
す
る
な
ど
、
重
要
な
職
務

に
携
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
印
象
深
い
の
は
、
松
本
清
張
が

上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
を
訪
ね
て
き
た

際
に
当
時
の
教
育
長
と
共
に
対
応

し
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る
松
本

清
張
は
古
代
史
に
関
す
る
造
詣
も

深
く
、『
カ
ミ
と
青
銅
の
迷
路
』

（
１
９
７
８
年
・
講
談
社
）に
は
、

上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
に
関
す
る
見
解

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
で
開
催
さ
れ
た

「
日
本
列
島
展
」
の
こ
と
を
慶
應

義
塾
大
学
江
坂
輝
弥
先
生
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
出
張
し
、
そ
の
ま

ま
立
岩
遺
跡
な
ど
に
も
行
っ
た
そ

う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い

話
を
数
多
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　「
考
古
館
開
館
の
時
は
、
違
う

部
署
に
い
た
の
で
す
が
、
落
成
式

に
呼
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
が
嬉
し

か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的

で
し
た
。 

（
遠
部
）

上黒岩遺跡考古館開館前夜
－田中盛重さんの聞き書き－
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くらしの情報

あ
ん
ぜ
ん
あ
ん
し
ん

消
防
だ
よ
り

４月末現在の状況
火災
救急
救助

0件
182件
11件

ホームページ
https://www.kumakogen.
jp/site/syobohonbu/

【問い合わせ先】
消防本部・消防署
21-2411

消防署美川支署
56-0303

令和７年度　全国統一防火標語 
「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」

危険物の安全な取扱いのポイント
〇詰替えを行う場所では換気を行いましょう
　詰替えを行うときに可燃性蒸気が発生するおそれがあります。こ
の可燃性蒸気は空気より重く、低所に滞留しやすい性質があります。
風通しの良い場所で、換気を行うなど、可燃性蒸気を滞留させない
ようにしましょう。
〇直射日光が当たる場所に保管することはやめましょう
　危険物は、直射日光に熱せられることで可燃性蒸気が発生します。
保管場所は、直射日光が当たる場所を避けましょう。
〇正しい方法で廃棄しましょう
　廃棄の方法を誤ると火災が発生する危険があります。久万高原町
の分別排出ルールや指示に従って、正しい方法で廃棄しましょう。

　
毎
年
６
月
の
第
２
週
（
日
曜
日

か
ら
土
曜
日
ま
で
の
１
週
間
）
は

危
険
物
安
全
週
間
と
し
て
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
今
回
は
危
険
物
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
危
険
物
は
、
発
火
や
引
火
し
や

す
い
な
ど
の
性
質
を
も
っ
て
お
り
、

火
災
危
険
の
高
い
物
質
で
す
。
危

険
物
の
流
出
や
火
災
な
ど
の
事
故

が
発
生
す
る
と
周
囲
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
、
取
扱

い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
防
火
標
語
は
、
家
庭
や
職
場
・
地
域
に

お
け
る
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
１
９
６
５
年
度
か
ら
毎

年
、
消
防
庁
と
（
一
社
）
日
本
損
害
保
険

協
会
が
共
催
で
全
国
統
一
防
火
標
語
に
よ

る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
火
標
語
を
教
訓
と
し
、
火
災
を

減
ら
す
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
・

防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

６月の第２週は危険物安全週間！

【
お
詫
び
と
訂
正
】

４
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤
　
片
岡
　
楓
花（
仕
七
川
小
学
校
３
年
）

正
　
片
岡
　
楓
菜（
仕
七
川
小
学
校
３
年
）
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町総合防災
マップ

くらしの情報

　
６
月
か
ら
10
月
は
、
梅
雨
や
台

風
が
発
生
す
る「
出
水
期
」で
す
。

　
こ
の
時
期
は
梅
雨
や
台
風
の
影

響
に
よ
り
、大
雨
や
河
川
の
増
水
、

土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
る
季
節

で
す
。
全
国
的
に
も
浸
水
害
や
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
久
万
高
原
町
は
「
災
害
が
少
な

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
町
内
に
は
、「
浸
水
想
定

区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所

や「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」に
指

定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
り

ま
す
。

　
出
水
期
は
、
地
盤
が
緩
み
や
す

く
、
少
し
の
雨
で
も
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
分
の
お
住
ま
い
の
危
険
を
知

る
た
め
に
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
確
認
し
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の

備
え
や
、避
難
経
路・避
難
所
の
確

認
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
な
ど
事

前
に
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
風
対
策
】

　家
の
周
り
に
あ
る
物
で
風
で
飛

び
そ
う
な
物
は
片
づ
け
る
。

【
浸
水
対
策
】

　側
溝
の
事
前
掃
除

　

※

必
要
で
あ
れ
ば
土
嚢
の
準
備

【
土
砂
災
害
対
策
】

　総
合
防
災
マ
ッ
プ
で
、
危
険
箇

所
を
確
認
、
避
難
方
法
を
確
認

【
避
難
準
備
】

　食
料
や
飲
料
水
の
準
備
、
備
蓄

品
の
使
用
方
法
な
ど
の
確
認

　
町
で
は
、「
早
め
の
避
難
所
開

設
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
か
ら

の
避
難
情
報
に
注
意
し
、
危
険
を

感
じ
た
ら
「
開
設
し
た
避
難
所
」

へ
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

みんなで防災
総務課 危機管理室
21－1111(内線162)

あなたの住まいは大丈夫？

「出水期」
に備えましょう！！

こうなる前に早めの避難！！

ことばとつくる　☎090－6287－8100
【活動時間】 
保健室：火・水 午前10時30分～午後12時30分
　　　　　木　 午後１時30分～午後３時30分
ことつくのば：火 午後５時～午後７時
【活動場所】 まちなか交流館

　
昨
年
度
末
ま
で
、
一
般
社
団
法

人
ゆ
り
ラ
ボ
の
理
事
を
務
め
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
ゆ

り
ラ
ボ
を
離
れ
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
団
体
と
し
て
独
立
し
ま
し

た
。
母
体
は
「
こ
と
ば
と
つ
く
る

木
造
建
築
士
事
務
所
（
略
称
：
こ

と
つ
く
）」で
す
が
、「
こ
と
つ
く

の
ば（
旧
放
課
後
ラ
ボ
）」と
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
」
の
２
つ
の

事
業
を
、
ま
ち
な
か
交
流
館
を
拠

点
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
と
つ
く
の
ば
」
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
上
浮
穴
高
校
の
探
究

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
課
外

活
動
の
「
き
ら
く
ま
」
だ
け
で
な

く
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
「
く

ま
た
ん
」
の
運
営
支
援
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
」は
、
引
き
続
き
「
コ
ミ
ナ
ス

保
健
室
」
を
運
営
し
な
が
ら
、
新

た
に
「
こ
と
つ
く
会
議
」
の
運
営

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
「
や
っ
て

み
た
い
！
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア

を
、
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
「
お

せ
っ
か
い
」
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
、
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
す

取
り
組
み
で
す
。

　「
こ
と
ば
と
つ
く
る
」
と
は
、

「
こ
と
ば
」を
大
切
に
、「
こ
と
ば
」

と
と
も
に
「
も
の
づ
く
り
」
を
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
活
動
ネ
ー
ム

で
す
。
今
後
、
こ
の
誌
面
を
お
借

り
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
温

か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ことばとつくる
代表　酒井大輔

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
　〜
こ
と
ば
と
つ
く
る
〜

ことつく
なんしよん？
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くらしの情報

みんなで一緒に

健康づくり
保健センター

TEL21－2700　FAX21－0934

毎月19日は食育の日
毎年5月31日は

世界禁煙デー
毎年5月31日は

世界禁煙デー

　たばこの煙には、喫煙者が吸う「主流煙」、喫煙者が吐き
出した「呼出煙」、火がついたたばこから立ち上る「副流
煙」があります。喫煙していなくても空気中に漂う呼出煙と
副流煙にさらされることを「受動喫煙」といいます。
　たばこの煙に含まれる有害化学物質は、主流煙より副流煙
に多いことが分かっています。肺がん、虚血性心疾患、脳卒
中、乳幼児突然死症候群（SIDS）の４疾患は受動喫煙との
関連が確実と発表されています。

受動喫煙について考えよう

　健康づくり・食育推進アンケート結果によ
ると、家庭での受動喫煙の機会が月に１回以
上ある割合が愛媛県全体に比べると久万高原
町は高くなっています。

　紙巻きたばこから加熱式たばこに切り替え
る方が増えています。加熱式たばこによる受
動喫煙の健康への影響はまだ研究段階であり、
「煙が出ないから大丈夫」とは言い切れません。

喫煙者の皆さん、
ご家族の健康を守るためにまずは
家庭での分煙を心がけましょう。

禁煙啓発ポスター及びパネル展示 医師等による無料禁煙相談会

2025世界禁煙デー in 久万高原町
（上浮穴郡医師会・久万高原町共催/上浮穴郡歯科医師会・松山薬剤師会後援）

《展示期間》
５月２３日（金）～６月６日（金）
《展示場所》
・久万高原町本庁舎ロビー
・久万高原駅やまなみ
・ふれあいロードロビー※

《実施日時》
５月２5日（日）午前９時～１１時
《場所》
産業文化会館（同日、住民健診を実施しています）

※ふれあいロードロビーには、町内中学生の禁煙啓発
ポスター（令和６年度応募作品）を展示しています。
力作をどうぞご覧ください。

昨年度
禁煙啓発
ポスター展示
の様子
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木の香り漂う優しい空間

小さな町の図書館だより

【開館時間】午前９時30分～午後６時
TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６

ホームページ／http://www.kumakogen.jp/site/tosyo/

久万高原町立図書館

※掲載している行事などは、都合により変更する場
合があります。詳しくはお問い合わせください。

…休館日（定休・月末整理日）

2025 6月の予定

見 本

おすすめ　新刊案内

くらしの情報

「図書利用カード」をお持ちの皆さまへ
　引っ越しなどにより、住所や電話番号に変
更のある方は、「図書利用カード」をご持参の
うえ、図書館へお申し出ください。登録デー
タを変更します。
　紛失により再発行
される場合は、１枚
につき200円いただ
きますのでご了承く
ださい。

　
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
蔵

書
検
索
」
サ
イ
ト
で
、
所
蔵
資
料
を
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
着
資
料
や
貸

出
ラ
ン
キ
ン
グ
、
貸
出
状
況
な
ど
も

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
利
用
者
登
録
を
さ

れ
て
い
る
方
は
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

の
予
約
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　
資
料
の
検
索
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
図

書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
利
用

案
内
、
休
館
日
、
お
知
ら
せ
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

ブックスタート

ささゆり読書会

移動図書館
（直瀬）

移動図書館
（美川）
親子読書講座
（父二峰小）

移動図書館
（明神・父二峰）

移動図書館
（面河）

移動図書館
（畑野川）

移動図書館
（美川・柳谷）

おはなし会

児童書 よみもの

　さらさら、こすれる鱗の音。
かちかち、ふれあう牙の音。闇
夜の獣は不敵に笑い、角持つ
踊り子は月にほほえむ。妖鳥
の翼、魔獣の爪に囚われるのは、さて、だれになるでしょ
う？動物にまつわる不気味で不思議な物語９篇を収録。

廣嶋玲子／作
まくらくらま／絵
小峰書店

一般書 小説

　軍神と崇められる楠
木正成を父に持つ正行
は、戦なき世を求め
て、北朝に降る決意を
固める。それは、楠木家こそ挽回の鍵だと頼みにしてい
る南朝を滅亡に向かわせることに他ならないのだが…。

今村翔吾／著
朝日新聞出版

『人よ、花よ、上・下』

児童書 絵本

　食うもの、食われるものの
壁を越えておだやかに暮らし
ているオオカミのガブとヤギ
のメイ。仲良しだけど、お互
い隠している秘密があるようで…。新しいともだちを得
て、新しい関係をつくる「新あらしのよるに」シリーズ。

あべ弘士／絵
きむらゆういち／作
講談社

『あいことばは
　あらしのよるに』

一般書 小説

　未確認隣接国家〈UNC〉
の侵略で「交戦状態」となっ
たこの国。２年間続く戦争
に、人々は飽き飽きしてい
た。海岸の漂着物を確認する
ユイは、両親の形見に刻まれた文字の正体を突き止め、
幼い頃失った記憶を取り戻そうと…。

三崎亜記／著
KADOKAWA

『みしらぬ国戦争』

『妖鳥魔獣物語』
ようちょう ま じゅう
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大
川
嶺
句
会

草
の
花
句
会

ぎ
ぼ
う
し
も
饅
で
一
皿
旬
を
食
う

 

伊
藤
　
高
雪

花
冷
え
の
小
雨
に
ふ
る
え
野
良
仕

事 

神
谷
　
　
博

椿
咲
く
人
は
そ
れ
ぞ
れ
身
を
咲
か

す 

佐
々
木
静
子

彼
岸
寒
む
畦
道
急
く
老
夫
婦
か
な

 

古
岡
　
法
鐵

水
た
ま
り
小
さ
く
映
す
春
景
色

 

秋
岡
　
健
悟

点
滴
の
身
や
溜
ま
っ
て
い
く
春
の

写
メ 

渡
部
　
美
鶴

山
小
屋
の
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
花
嵐

 

渡
部
茂
由
子

まごころ銀行からお礼

（４月１日～４月30日　受付分）

東明神
菅　生
上黒岩

上野尻
下畑野川

伊藤　孝平 様
大野　匠未 様
美川村母子会 様

岡本成以子 様
西山　真吾 様

久万高原町社会福祉協議会
次の方々からご寄附をいただきました。

お礼申し上げます。

め

お

と
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日１

月２

月16

火17

水18

木19

金20

土21

日22

月23
火24
水25
木26
金27
土28

日29

月30

火３

水４

木５
金６
土７

日８

月９

火10

水11

木12

金13

土14

日15
※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。国民が、祝い、感謝し、または記念する日を定め、国民の祝日

としています。祝日には国旗を掲揚しましょう。

6月の町税等の納付
口座振替　6月25日㈬
納 期 限　6月30日㈪

■お知らせ
　６月に自治会を通して資源ごみ袋を配布します。きちんと分別を行
うよう心がけていきましょう。分別方法が分からない方には、役場、
各支所にて分別辞典をお渡ししています。　　　

【問い合わせ先】住民課　衛生係　21-1111（内線121） 納期限内に納めましょう

休日当番医医6月くらしのカレンダー
◆森のハーバルライフin久万高原／10時
～15時／農業公園アグリピア

◆住民健診・歯周病検診／８時半～11時
／産業文化会館

◆もぐもぐすくすく教室／９時半～正午
／HappyHouse

◆上浮穴郡・東温市中学校総合体育大会
／久万高原町・東温市各会場

◆住民健診／８時半～13時半／直瀬住民
センター

◆移動図書館車巡回／直瀬

◆移動図書館車巡回／美川

◆おはなし会／14時～／町立図書館

◆学芸員トーク／14時半～15時／久万美
術館

◆住民健診／８時半～13時半／西明神創
作館

◆精神障がい者家族教室／13時半～15時
／保健センター

◆移動図書館車巡回／明神・父二峰

◆消費生活相談／９時～16時／役場本庁
◆マイナンバーカード窓口夜間開庁／17
時15分～19時／役場本庁

◆新米ママのつどい／10時～正午／
HappyHouse

◆移動図書館車巡回／面河

◆住民健診／８時半～11時／畑野川小学
校体育館

◆こころの相談室／９時半～12時半（要
予約）／保健センター 

◆紅葉の会(断酒のつどい)／10時半～正
午／保健センター

◆ソーシャルクラブ／10時～12時半／保
健センター
◆移動図書館車巡回／畑野川

◆１歳６か月児・２歳児・３歳児健診／
13時～15時／保健センター

◆住民健診／９時～11時／旧中津小学校
体育館
◆乳がん・子宮がん検診／14時～15時半
／仕七川小学校体育館
◆人権・行政・困りごと相談／９時～正
午／久万町民館・面河住民センター
◆移動図書館車巡回／美川・柳谷

◆中ムラサトコLIVE＆WORKSHOP／
13時半～15時／久万美術館

◆都市農村交流事業「石窯パン作り体験」
(要予約)／10時～／(問)久万農業公園
TEL41-0040

◆消費生活相談／９時～16時／役場本庁

◆マイナンバーカード窓口日曜開庁／9
時～正午／役場本庁

直瀬クリニック ℡31-0011 FAX31-0011

久万高原町立病院 ℡21-1120 FAX21-1121

久万高原町立病院 ℡21-1120 FAX21-1121

みかわクリニック ℡56-0908 FAX50-1650

うつのみや内科 ℡21-3353 FAX21-3352
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ay  2025  N

o.250
編
集
／
久
万
高
原
町
役
場
総
務
課

印
刷
／
岡
田
印
刷
株
式
会
社

TEL0892-21-1111
FA
X0892-21-2860

https://w
w
w
.kum

akogen.jp

令
和
７
年
５
月
19日

発
行（
毎
月
19日

発
行
）

発
行
／
久
万
高
原
町
　
〒
791-1201

愛
媛
県
上
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地

久
万
高
原
町
の
新
し
い
風

柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
通
信

vol.96

出生 死亡 転入 転出
0人 19人 38人 24人

人のうごき（４月）

前月比

前月比

人口（４月末現在）

世帯（４月末現在）

男性
女性
合計

1人
－5人
－4人

10戸

3,296人（18人）
3,499人（15人）
6,795人（33人）

3,912戸（22戸）
※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数

　
こ
ん
に
ち
は
、
ま
ち
づ
く
り
戦

略
課
移
住
・
定
住
促
進
係
で
す
！

日
頃
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
久
万
高
原
町
で
は
、
令
和
７
年

４
月
時
点
で
、
５
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
協
力
隊
が
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
す

る
に
あ
た
っ
て
の
魅
力
等
を
お
伝

え
し
ま
す
！

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
？
】

　
活
動
内
容
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
例
え
ば
…

・
林
業
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
：

現
場
で
の
経
験
を
積
み
な
が

ら
、
必
要
な
資
格
を
取
得

・
地
元
の
住
民
と
連
携
：
地
域
運

営
協
議
会
「
だ
ん
だ
ん
お
も

ご
」
の
サ
ポ
ー
ト

・
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
：
町
の
観
光
資
源

を
活
か
す
仕
組
み
や
体
制

を
つ
く
り
な
が
ら
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

・
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
：

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
イ

ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
企
画

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
魅
力
は
？
】

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に

は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
多
く
の
隊
員
が
感
じ
て

い
る
の
は
…

〇
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
え
る
！

↓
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
、
職
種
、
経

験
を
持
っ
た
人
た
ち
と
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦

で
き
る
！

↓
活
動
費
も
支
給
さ
れ
る
の
で
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

【
協
力
隊
に
必
要
な
も
の
っ
て
？
】

・
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
う
ま
く
合
わ
せ
る

力
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド

・
柔
軟
さ
と
楽
し
む
心

 

　
今
年
度
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
近

く
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
頑

張
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
　

　
　
移
住
・
定
住
促
進
係

（
２
１
）１
１
１
１（
内
線
１
８
７
）

個々の活動が主ですが、集まって活動する機会もあります


